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糸魚川市駅北大火の概要（消防庁）
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消防庁：新潟県糸魚川市大規模火災（第11報）、平成２８年１２月２９日１６時３０分現在

１発生日時等 2016年

発生：１２月２２日１０時２０分頃、覚知：１２月２２日１０時２８分

鎮圧：１２月２２日２０時５０分、鎮火：１２月２３日１６時３０分

２出火建物

飲食店（ラーメン店） 新潟県糸魚川市大町１丁目２－７

３被害状況

（１）人的被害 負傷者：１６人（軽症：男性１３人、女性２人、中等症：男性１人）

（煙を吸った１人、転倒による１人、消火活動中に負傷した消防団員１４人）

（２）建物被害 焼損棟数：１４４棟、焼損面積：約４０，０００㎡

（３）避難勧告 ２４日１６時００分解除

４火災原因等

（１）出火原因は糸魚川市消防本部で調査中

（２）強風により広範囲に延焼拡大した模様



出火時の建物内滞留者・移動者
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出典 内閣府(2012)：南海トラフの巨大地震建物被害・人的被害の被害想定項目及び手法の概要

出火した10時20分（推定）頃は、上のグラフによれば、木造建物内の滞留者の比
率は一日で最も低い時間帯に相当する。

http://www.bousai.go.jp/jishin/nankai/taisaku/pdf/2_2.pdf



新潟県の地震被害想定での建物被害

2016年12月22日糸魚川市駅北大火 現地調査(12/24,25) 愛媛大学防災情報研究センター 森伸一郎
4

出典 新潟県(1998)：新潟県地震被害想定調査報告書（平成10年3月）

以下の６地震が想定されている。

秋田沖 建物被害ほとんどなし

新潟県南西沖 全壊 700棟

下越地域 全壊36,000棟

中越地域 全壊16,000棟

上越地域 全壊11,000棟

粟島付近 全壊 4,700棟

http://www.bousai.go.jp/jishin/nankai/taisaku/pdf/2_2.pdf

地震動と液状化によ
る木造全壊、非木造
大破の建物棟数が示
されている。

公開されている報告
書に想定手法などは
記述されていない。

新潟県南西
沖の地震

秋田沖
の地震

下越地域
の地震

中越地域
の地震

上越地域
の地震

粟島付近
の地震

糸魚川

糸魚川
糸魚川市のハザードマッ
プに津波危険の地震とし
て採用

新潟県の地震被害想定によれば、
糸魚川市に家屋全壊をもたらす地
震はない。



新潟県の地震被害想定での火災による建物被害
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出典 新潟県(1998)：新潟県地震被害想定調査報告書（平成10年3月）

以下の６地震が想定されている。

秋田沖 建物被害ほとんどなし

新潟県南西沖 全壊 700棟

下越地域 全壊36,000棟

中越地域 全壊16,000棟

上越地域 全壊11,000棟

粟島付近 全壊 4,700棟

http://www.bousai.go.jp/jishin/nankai/taisaku/pdf/2_2.pdf

木造全壊、非木
造大破の建物頭数
が示されている。

公開されている報
告書に想定手法な
どは記述されてい
ない。

新潟県南西
沖の地震

秋田沖
の地震

下越地域
の地震

中越地域
の地震

上越地域
の地震

粟島付近
の地震

糸魚川市のハザード
マップに津波危険の
地震として採用

糸魚川

糸魚川

新潟県の地震被害想定によれば、
糸魚川市に出火させる地震はない。



新潟県の地震被害想定での震度分布
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出典 新潟県(1998)：新潟県地震被害想定調査報告書（平成10年3月）

以下の６地震が想定されている。

秋田沖 M7.6 80km x 40km, 1km

新潟県南西沖 M7.7 100km x 38km, 2km 

下越地域 M7.0 32km x 12km,6km

中越地域 M7.0 20km x 10km,4km

上越地域 M7.0 20km x 10km,6km

粟島付近 M7.5 80km x 30km, 6km

http://www.bousai.go.jp/jishin/nankai/taisaku/pdf/2_2.pdf

糸魚川



新潟県の地震被害想定での震度分布
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出典 新潟県(1998)：新潟県地震被害想定調査報告書（平成10年3月）

以下の６地震で想定されている。

秋田沖 一部の震度5強が上限

新潟県南西沖 佐渡中央部と上越市で震度6弱

下越地域 震度6弱以上の面積大、震度7も

中越地域 震度6弱以上の面積最大、震度7も

上越地域 上越市全域震度6強以上、糸魚川震度5強

粟島付近 最大で震度6弱

http://www.bousai.go.jp/jishin/nankai/taisaku/pdf/2_2.pdf

震度分布のみ示
されている。

想定手法などは
記述されていない。

新潟県南西
沖の地震

秋田沖
の地震

下越地域
の地震

中越地域
の地震

上越地域
の地震

粟島付近
の地震

糸魚川

糸魚川

新潟県の地震被害想定によれば、
糸魚川市で震度6弱以上の地震はな
い。



糸魚川市の津波ハザードマップ 浸水深0～0.2m
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http://www.city.itoigawa.lg.jp



糸魚川市の津波ハザードマップ 浸水深0～0.2m
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糸魚川市 広報いといがわ おしらせばんNo.275
https://itoigawa.mykoho.jp



地震被害想定での地震火災による被害
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出典 内閣府(2012)：南海トラフの巨大地震建物被害・人的被害の被害想定項目及び手法の概要
http://www.bousai.go.jp/jishin/nankai/taisaku/pdf/2_2.pdf



地震被害想定での地震火災による被害
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出典 内閣府(2012)：南海トラフの巨大地震建物被害・人的被害の被害想定項目及び手法の概要
http://www.bousai.go.jp/jishin/nankai/taisaku/pdf/2_2.pdf



地震被害想定での地震火災による被害
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出典 内閣府(2012)：南海トラフの巨大地震建物被害・人的被害の被害想定項目及び手法の概要
http://www.bousai.go.jp/jishin/nankai/taisaku/pdf/2_2.pdf



糸魚川市 火災情報の発信
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(1) 防災行政無線による広報

(2) 安心メールを利用し情報提供

(3) 火災情報テレフォンガイド（552-7300）

出典 内閣府(2012)：南海トラフの巨大地震建物被害・人
的被害の被害想定項目及び手法の概要

http://www.bousai.go.jp/jishin/nankai/taisaku/pdf/2_2.pdf

http://anzen.m47.jp/p15/m409/

登録者数 235名

http://www.jma-
net.go.jp/niigata/menu/bousai_links.shtml



糸魚川市 安心メールを利用した火災情報提供
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安全・安心情報を提供している。

2017年1月13日15:00現在 閲覧

12月5日13:22 13:13火災発生：糸井川市田伏

12月5日13:32 火災鎮火

12月8日16:22 オレオレ詐欺の電話に注意

12月7日12:39 オレオレ詐欺被害発生 300万円

12月11日20:10 20:07火災発生：糸魚川市大野

12月11日20:40 火災鎮火

12月15日16:13 クマ目撃情報

1月3日20:41 22:35火災発生：糸魚川市青海

http://anzen.jp47.net/p15/m409/

12月22日に発生した糸魚川市駅北火
事に関連する情報は確認できない。



糸魚川市 安心メールを利用した火災情報提供
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消防覚知より5分後に発信。消防団への一
斉通信も兼ねている。

https://service.sugumail.com/itoigawa/mobile/back_numbers/index



糸魚川市 防災局危機管理課のツイッター発信
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強風注意報の後、いきなり「避難勧
告」。その後、火災発生、13:00災害
対策本部設置。

新潟県防災局危機対策課

https://twitter.com/Niigata_Bousai

時間の流れ

新潟県の防災ポータルとリンクされている



糸魚川市 防災局危機管理課のツイッター発信
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新潟県防災局危機対策課

https://twitter.com/Niigata_Bousai

2017年1月13日閲覧



防災行政無線による徹底周知の効果
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新潟県糸魚川市の大規模火災で、死者は出なかった。けが人は、消火活動中の消防団員９人のほかは住民女性２
人にとどまった。いずれも煙を吸ったり、避難中に転倒したりと比較的軽いけがだった。防災行政無線の定着や地域の
強い結びつきが、人的被害が大きくなるのをくい止めた。

２２日午前１０時半ごろにラーメン店から出火した直後、防災行政無線が火災を知らせた。その後、避難勧告や延焼
の危険があるという情報も何度も流れた。

アナウンスの前には火災発生を意味する「ピンポン」という音が３回鳴った。大町２丁目で菓子店を営む小池昭夫さん
（７０）は「普段から３回鳴れば夜中でも気づく」。防災無線は屋外にあるスピーカーだけでなく、希望者が５千円で設置
できる戸別受信機があり、市内のおよそ半数に普及しているという。

地域のつながりも役に立った。出火元の近くで「睦屋糸店」を営む山本恒雄さん（６５）は、隣近所の家族構成や住人
の顔が「全部分かる」と言う。火災発生後、近所の人が近くに集まってきており、だれがいるかすぐに把握できた。延焼
した一帯は、「区」の中に、数世帯ごとにつくる「組」があり、１７軒ある山本さんの組では毎年新年会で親睦を深めてい
る。

荒木一貞さん（７６）は友人から火災を知らされたが、大ごとではないだろうと避難せずにいた。２軒隣の女性に避難
勧告が出たと知らされ、荷物をまとめて逃げた。「何かあったら駆けつけるという日常的なつながりがこの町には残って
いる」と話す。

大町区長の斎藤伸一さん（６６）は延焼の知らせが入ってから、区内１４の組長に電話をかけた。つながらない組には
直接出向いたが、多くの人が自主的に避難していた。「日頃のコミュニケーションの積み重ねだと思う」

糸魚川市では戦前にも大きな火災があり、今も語り継がれている。高齢者や障害者らの情報を、自治会長や民生委
員と共有する仕組みもある。市消防本部の大滝正史消防長は「防災無線と戸別受信機が火災の認知に役立ち、住民
のつながりが避難を迅速にした」と話している。

http://digital.asahi.com/articles/ASJDS5JH4JDSUOHB011.html?rm=344
朝日新聞2016年12月24日21時49分



松山市の木造密集市街地
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松山市消防局では、松山市内で木造密集地を規定して、消防活動
で特別体制を採るようにしている。（松山市消防局に確認）

三津地区（神田、住吉2丁目、三津3丁目、
元町）

道後地区（道後湯之町、道後湯月町、道後
鷺谷町、道後多幸町、道後町1,2丁目）

持田地区（持田3,4丁目、北持田、岩崎2丁
目、南町1,2丁目、昭和町）

立花1,2,4,5丁目、祇園町

日の出町

西垣生町



松山市の木造密集市街地（三津地区）
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三津地区（神田、住吉2丁目、三津3丁目、
元町）



松山市の木造密集市街地（立花地区、日の出町）
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立花1,2,4,5丁目、祇園町

日の出町



松山市の木造密集市街地の現状（立花地区、日の出町）
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立花1,2,4,5丁目、祇園町

日の出町

立花2丁目

日の出町



松山市の木造密集市街地の現状（道後地区、持田地区）
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道後地区（道後湯之町、道後湯月町、道後鷺谷町、道後多幸町、道後町1,2丁目）

持田地区（持田3,4丁目、北持田、岩崎2丁目、南町1,2丁目、昭和町）



松山市の木造密集市街地の現状（道後地区、持田地区）
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道後地区（道後湯之町、道後湯月町、道後鷺谷町、道後多幸町、道後町1,2丁目）

持田地区（持田3,4丁目、北持田、岩崎2丁目、南町1,2丁目、昭和町）

道後2丁目

南町2丁目と持田4丁目の境界



松山市の木造密集市街地（西垣生地区）
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松山市の木造密集市街地の現状（西垣生地区）
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道路幅がとても狭く、家屋密集して、一部で古い木造家屋が多い。

（2014-3-14のM6.1伊予灘地震の際、現地調査：2001年芸予地震で液状化）



木造住宅密集地域に関わる主な事業・制度
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都市防火に係る事
業・制度で、建築物
レベル（個人レベル
）での既存建物の耐
震性向上、防火性
向上が望まれる。

http://www.tfd.metro.tokyo.jp/hp-bousaika/kabousin/19k/jishintaisaku.html

山下浩一：都市防災から見
た市街地整備の課題と方向
、国土技術政策総合研究所
、研究資料

http://www.nilim.go.jp/lab
/bcg/siryou/tnn/tnn0614p
df/ks061415.pdf



木造住宅密集地域において実施すべき震災対策
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各所で不断の努力が続けられている（下記）が、個人の耐震改修・
防火改修を後押しすることによる不燃化推進が必要。

市街地がほとんど
焼失しない水準で
ある不燃領域率
70％を目指す

東京消防庁火災予防審議会地
震対策部会答申書（第１９期) 減

災目標を達成するため木造住宅
密集地域において緊急に実施す
べき震災対策、平成23年3月

http://www.tfd.metro.tokyo.jp/hp-bousaika/kabousin/19k/jishintaisaku.html

木密地域整備促進事業、不燃化促進
事業などの修復型事業を進めるととも
に、東京都建築安全条例による防火
規制、防災街区整備地区計画などの
規制・誘導策により防災性の高い建築
物への建替え等に誘導



木造住宅密集地域において実施すべき震災対策
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各所で不断の努力が続けられている（下記）が、個人の耐震改修・
防火改修を後押しすることによる不燃化推進が必要。

市街地がほとんど焼
失しない水準である
不燃領域率 70％を
目指す

山下浩一：都市防災から見た市街地
整備の課題と方向、国土技術政策
総合研究所、研究資料

http://www.nilim.go.jp/lab/bcg/siry
ou/tnn/tnn0614pdf/ks061415.pdf



木造の火事温度標準曲線と耐火構造建物の曲線

2016年12月22日糸魚川市駅北大火 現地調査(12/24,25) 愛媛大学防災情報研究センター 森伸一郎
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JIS A-1301 屋外1級加熱曲線

木造構造物の耐火材料を加熱
試験用として、温度-時間曲線

として、数多くの実大建物の火
災実験より得られたものである
。

引用： 中田金市編：火災，
共立出版（東京），1969木造の火事温度標準曲線

2-3分まで 初期
7-8分まで 成長期
12-13分まで 最盛期
その後 減衰期



火元建物よりの等温面
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JIS A-1301（建築物の木造部分の防火試験方法）

屋外1級加熱曲線木造構造物の耐火材料を加熱試験用として、温
度-時間曲線として、数多くの実大建物の火災実験より得られたもの
である。

参考： 中田金市編：火災，
共立出版（東京），1969
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火元建物よりの等温面



火事温度標準曲線
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1級曲線はd=0、すなわち密接状態を、4級曲線より右下では木造のままでも延焼
の危険がないことを意味している。幅員11mの道路は1階木造に延焼しないため
の最低限の幅であると見なせる。

参考： 中田金市編：火災，
共立出版（東京），1969
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各級の温度曲線に相当する対隣壁面の位置
（かっこ内は火元建物が防火的木造の場合）

延焼建物の1階の軒先と2階の軒先とが一
つの等温線上に位置する場合には、この2
点は同時に延焼着火する。

実際の木造建築現状から、h2/h1=約
1.7とみなすと、d2=1.3xd1となる。



防火性能各級の温度曲線に対する対隣壁面位置

2016年12月22日糸魚川市駅北大火 現地調査(12/24,25) 愛媛大学防災情報研究センター 森伸一郎
33

1級曲線はd=0、すなわち密接状態を、
4級曲線より右下では木造のままでも延
焼の危険がないことを意味している。

木造家屋の耐震診断や耐震改修が財
政的な助成が行われているのは、道路
閉塞や地震火災の観点からも公助が必
要であるからである。

同じ観点から、木造密集地域に対して
は、大火のリスクを低減するために、耐
火性能を上げるための性能を有する防
火対策（防火改修）に財政的補助が必
要である。

糸魚川大火が風害という自然災害とし
て捉えられたのは先見である。日常火
災で抑えられる5棟以上に拡大する地

震火災は、人災の域を越えて自然災害
と捉えられるからである。

参考： 中田金市編：火災，
共立出版（東京），1969
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焼損面積100,000m2以上の大火（1969年時点）
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参考： 中田金市編：火災，
共立出版（東京），1969

消防白書に



焼損面積と焼損棟数の関係（昭和21年以降大火）

2016年12月22日糸魚川市駅北大火 現地調査(12/24,25) 愛媛大学防災情報研究センター 森伸一郎
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焼損面積と焼損棟数の関係からは、面積の割りに焼損頭数は少ない。

データは消防白書（平成28年度）による
http://www.fdma.go.jp/html/hakusho/h28/h28/pdf/part1_section1.pdf



風速と焼損面積（昭和21年以降の大火）

2016年12月22日糸魚川市駅北大火 現地調査(12/24,25) 愛媛大学防災情報研究センター 森伸一郎
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平均風速が大きくなると、焼損面積の上限が大きくなる傾向がある。この関係で
は、糸魚川大火は風速の大きな割に焼損面積は下限に位置している。これは、火
災の際に吹いていた風が南風で、焼損域の風下（北側）が国道と日本海であり、
延焼しようがなかったためであると考えられる。風向きが違っていれば、焼損面積
は、昭和7年大火並みになっていた可能性がある。

データは消防白書
（平成28年度）によ
る
http://www.fdma.g
o.jp/html/hakusho
/h28/h28/pdf/par
t1_section1.pdf



新潟県や日本海側： 火事は多いのか?

2016年12月22日糸魚川市駅北大火 現地調査(12/24,25) 愛媛大学防災情報研究センター 森伸一郎
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全国で、39,111件/12,810万人=3.1 件/万人（平均）

新潟県、富山県（最小）、石川県、福井県などのフェーン現象で大火の歴史がある
日本海側地域の出火率は全国で最も低い部類に属する。京都は低い、奈良は･･･

 大火に対する心構えの高さは出火率の低さに現れている。

 愛媛、香川、徳島は平均的、高知県は高い。南海トラフ地震時に大火の危険

データは消防白書（平成28年度）による
http://www.fdma.go.jp/html/hakusho/h28/h28/pdf/part1_section1.pdf



世界的著名大火比較

2016年12月22日糸魚川市駅北大火 現地調査(12/24,25) 愛媛大学防災情報研究センター 森伸一郎
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世界的な大火と比べると、日本の大火の規模はあまりに大きい。大火は、木造家
屋の多い日本特有の災害と言うことができる。

データ： 中田金市編：火災，
p.129，共立出版（東京），1969



世界的著名大火比較
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参考： 中田金市編：火災，
共立出版（東京），1969

順位 大火の場所 年月日 年 焼失面積（坪） 焼失面積（m
2
）

損害額
（百万円）

1 東京（関東大震災） 1923/9/1 1923 10,500,000 34,650,000 3,600
2 江戸（明暦3年） 1657/1/18 1657 7,800,000 25,740,000
3 江戸（明和9年） 1772/2/29 1772 4,700,000 15,510,000
4 大阪（享保9年） 1904/9/19 1724 3,730,000 12,309,000
5 サンフランシスコ（地震火災） 1906/4/18 1906 3,600,000 11,880,000 700
6 横浜（関東大震災） 1923/9/1 1923 3,000,000 9,900,000
7 シカゴ大火 1871/10/9 1871 2,350,000 7,755,000 336
8 京都（元治元年） 1864/7/19 1864 1,960,000 6,468,000
9 函館大火 1934/3/21 1905 1,296,000 4,276,800 124
10 ロンドン大火 1666/9/2-9/6 1666 52,000 171,600 100

東京（空襲） 1942/4/18-8/14 1942 43,160,000 142,428,000

地震火災
世界最大：関東大震災
世界2位：


